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令和２年６月2日、青く晴れた空の下
成瀬ダムでは、待ちに待ったCSGの初打設を行いました。
ＣＳＧとは「Cemented Sand and Gravel」の略で、セメント
で固めた砂レキのことを言い、成瀬ダムのメイン材料となります。

当日は、ソーシャルディスタンスやマスク着用など感染防止に配
慮しつつ、工事関係者でダム工事の一つの節目に立ち会いました。

これからダム工事が最盛期となるため、事故防止に努めながら確
実な進捗が図られるよう進めて参ります。

村山事務所長の挨拶

ＣSG投入作業状況

佐々木東成瀬村長
の万歳三唱
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洪水対応演習を実施しました

被災箇所の確認報告 被災箇所の復旧工事状況報告

５月１５日（金）に、洪水対応演習を実施しました。
実際に被害が発生する事を想定した、本番さながらの演習により危機管理の訓
練を行い出水期（大雨が台風が起こりやすい時期）に備えるものです。

成瀬ダムでは台風による大雨で、工事用道路ののり面が被災を受けたものと
想定し、情報の伝達、被災箇所の復旧について訓練を行いました。

成瀬ダムでは、新型コロナウイルス感染拡大を防止する観
点から「ダム見学会」及び「ダムカード配布」について休止
を継続中です。

なお、全国の緊急事態宣言が解除され、移動や観光振興
に関する自粛も段階的に緩和されつつある状況も考慮し、
再開時期や感染防止を踏まえた再開方法などについて準備
を進めておりますので、


